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研究成果の概要（和文）：リアルタイムシミュレーションとセンシングの融合による「広域被害把握技術」を深
化させ、津波被災地における災害医療システムの構築を通じて医療救護班の適時・適材・適所の配備に貢献する
ことを目標として、理・工・医学の連携研究を推進した。津波の人的被害・物的被害の量的推定を可能にし、推
定被害量から被災地の医療需要の質と量を即時的に推定するとともに、シミュレーションによる災害医療活動の
予測・更新の方法論を確立した。これらの研究により、当初の目標である「広域被害把握技術の深化」を達成
し、南海トラフ地震津波災害時の革新的な医療支援システムとしての実現可能性を高めることができた。

研究成果の概要（英文）：The project promoted collaborative research among science, engineering, and 
disaster medicine with the goal of enhancing resilience of disaster medical systems by integrating 
real-time simulation and sensing. Considering the catastrophic tsunami disaster concerned as future 
risks in Japan, we achieved three outcomes ; 1) quantitative and rapid estimation of human and 
physical damage caused by the tsunami, 2) immediate estimation of medical demands in disaster 
affected areas, and 3) methodology for planning and updating disaster medical activities through 
multi-agent simulation. Through the project, we examined the required specifications for an 
innovative medical support system in the anticipated disaster process of future Nankai Trough 
earthquake and tsunami disaster that is expected to occur next 30 years.

研究分野：津波工学、空間情報科学

キーワード： 津波災害　広域被害把握　災害医療　マルチエージェントシミュレーション　リモートセンシング　シ
ミュレーション　高性能計算

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の最大の学術的価値は、理学・工学・医学が連携して、巨大災害の社会的影響の把握を明らかにする
災害・被害予測の技術を、災害医療・被災地救援の情報技術として深化させたことである。災害医療に関する分
野横断型研究の成熟に対して貢献できたことが大きな価値を生んでいる。本研究の成果を利用したリアルタイム
津波浸水被害予測システムが国や自治体に採用され、訓練等でも活用されるなど、オープンイノベーションのロ
ールモデルとしての意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
国内外の巨大災害の経験を経て、取るべき災害対応行動の時系列を示した「タイムライン計画」
や、被害状況から支援物資の量を推定・調達して緊急輸送する「プッシュ型支援」など、我が国
の大規模災害への対応力と回復力（レジリエンス）向上への期待が高まっている。特にタイムラ
インは、全ての対応行動が「広域被害把握」を通じて進められる計画となっており、被災地の回
復力向上を図るための「広域被害把握技術」への社会的要請は極めて高い。 
代表者らはこれまで、リアルタイムシミュレーション/センシングによる早期被害推計・把握
による新しい広域被害把握技術の枠組みを構築してきた。基礎研究、応用研究を経て、学術・実
践の両輪での研究が進んでいた。 
一方、2015年に災害医療分野で注目すべき重要な研究成果が公表された。東日本大震災で「防
ぎ得た災害死”Preventable Disaster Death”」が少なくとも 102件あったことを初めて明らか
にされたのである。「防ぎ得た災害死」の原因として、発災後 3日目以降からの医療需要の急増、
医療需要と供給のギャップ（医療の空白）、医療救護班の適時・適材・適所の配備困難、医療物
資不足、広域医療搬送の遅れなど、巨大津波災害特有となる問題が報告された。特に、医療需要
の迅速な推定や災害医療の配備という課題に対して、「広域被害把握技術」を有効に活用する必
要性が指摘されていた。 
 
２．研究の目的 
代表者が構築した「広域被害把握技術」を深化させ、巨大地震津波災害の被災地での医療需要
と供給のギャップ（医療の空白）を解消し、医療救護班の適時・適材・適所の配備に貢献して「防
ぎ得た災害死」をゼロにすることを目的とする。 
具体的には、1）津波の人的被害・物的被害の量的推定を季節・時間に応じた動的な推定に深

化させ、2）推定被害量から被災地の医療需要の質と量を即時的に推定するとともに、3）日々変
化する医療活動の状況を入力条件としたマルチエージェントシミュレーションによる災害医療
活動の予測・更新を通じて、医療資源が圧倒的に不足する・不確実状況下の最善の医療体制を明
らかにする。この深化を達成することで、医療需要と供給のギャップ（医療の空白）を解消し、
医療救護班の適時・適材・適所の配備を実現するための分析・意志決定機能を持つ革新的な「災
害医療支援システム」を創生するという着想に至った。 
本研究では、東日本大震災以上の激甚な被害が予想される国難災害（南海トラフの巨大地震・
津波）を目前にし、数十万人を超えると予想される被災者が「防ぎ得た災害死」を免れて早期に
生活の安定を取り戻すために、理学・工学・医学が連携して、災害・被害予測の技術を革新的な
災害医療支援の技術へと深化する。災害医療資源の質・量が圧倒的に不足する・不確実状況下で
の最善の医療体制の構築に関する分野横断研究は、巨大津波による被害と医療需要の関連性が
未解明であることを含めて、学術的には未成熟である。災害医学という学術領域の中だけの研究
としては不十分で、これまでの研究分野を超えた新しい取り組みを進めることで、国難災害での
災害医療の高度化に向けた取り組みに資することを目指す。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究の流れと役割分担を図 1 に示す。以下 5 つに大別される課題を設定し、研究チ
ームを構成した。 
課題 1 全国規模の高分解能津波浸水リアルタイム予測と医療施設を含む建物被害の即時予測お
よび複数センサを活用したリモートセンシングによる広域被害把握 
広域被害把握の深化により、全国規模での高分解能津波浸水リアルタイム予測と医療施設・建
物被害の予測および能動型センサの活用による広域被害把握を実現する。 
課題 2 浸水域内の動的人口の推定に基づく被災者人口の高度推定手法の構築と人的被害の予測 
課題 1 による津波浸水シナリオを利用し、浸水域内の動的な人口の推定に基づく被災者数の
高度推定手法を構築し、浸水域内の滞留人口と人的被害を推定する。 
課題 3 建物・施設被害・人的被害予測からの医療需要・医療資源の統計的推計 
課題 1・2で得られる災害直後の被害情報と医療施設の状況から、傷病者数、必要病床数、搬
送者数の医療ニーズを統計的に推計する。 
課題 4 マルチエージェントシミュレーションによる災害医療・支援活動の予測・更新と医療救
護班配備の意志決定モデルの構築 
災害医療・支援活動の予測・更新・意志決定を行うマルチエージェントシミュレーションシス
テムを開発し、医療救護班の適時・適材・適所の配備の条件を明らかにする。 
課題 5 「広域津波災害医療支援技術」の基盤構築と社会実装に向けた要件定義 
広域被害把握技術と災害医療支援のシミュレーションシステムの融合により、分析・意志決定機
能を持つ革新的な「災害医療支援システム」を構築し、災害医療現場で活用するための方策を検
討する。 
 



 

図 1 研究の流れと体制 
 

４．研究成果 
課題ごとに得られた成果を説明する。 
課題 1：「広域被害把握技術」の深化  
リアルタイム津波浸水被害予測システムは、複数の計算プラットフォームで最適化を実現し
た。最新のスーパーコンピュータである SX-Aurora TSUBASAに加え、Intel 製の Xeon Gold（ク
ラウドシステム）と Xeon Phi を用いて性能評価を行い、全国規模の被害推計を行うためのコン
ピュータ資源量の算出を行った結果、10m 格子を用いて 5 分以内に国内の太平洋全沿岸の被害
推計のシミュレーションが可能であることを明らかにした。本システムは内閣府の災害対応シ
ステムとして採用され、九州から北海道の太平洋岸全体が予測可能となった（2020年度末）。ま
た、2019 年 9 月 17 日に高知県で実施された総合防災訓練において本システムが初めて活用さ
れ、2020、2021年度にも訓練で使用された。2021年度からは本格運用が開始された。すなわち、
国だけでなく自治体の基幹となる災害予測システムを構築したことで、研究開始当初の目標を
超える成果を達成し、極めて大きな波及効果を得た[1、2、3]。 
さらに、津波予測に関しての高度化も達成した。特に GNSS データ(Global Navigation Satellite 

System/全球測位衛星システム)を用いた津波予測の研究は世界でも競争が激化している。本研究
では GEONET データ（GPSによる地殻変動モニタリングデータ）から推定される断層モデルの
不確実性を明らかにし、マルコフ連鎖モンテカルロ法(MCMC)を適用した新しい断層モデル推定
手法を開発した。MCMC で得られた断層モデルの多数サンプルと浸水予測の関連性を機械学習
し、地殻変動を説明する断層モデルのサンプルから最悪の浸水シナリオを抽出する方法を考案
することができた。 
これらの成果は、GNSS データを活用した津波予報研究の先駆的な研究として世界的にも高い

評価を得ており、100 カ国が加盟する Group on Earth Observations (GEO) の委員として越村が就
任するなど（2021 年）、次世代の津波予測手法の発展に向けた国際的な活動を推進している[3]。 
被害把握については、シミュレーション予測だけでなく、リモートセンシングによる広域被害
把握も深化し、多様なセンサ情報（光学センサ、レーダー画像）の機械学習・深層学習の応用に
より、病院を含む建物被害を高度に把握できる技術を実現した[4、5、6]。リモートセンシングに
よる広域被害把握技術に関する研究は、機械学習・AI 研究の発展を背景に、極めて高い学術的
な評価を得た[5、6]。 
 
課題 2：被災者人口の動的推定  
携帯電話から得られる大量の位置情報を解析することで、人々の活動状況、滞留状況、災害時
の振る舞いを明らかにした。具体的には、1）位置データの送信を許諾した人々だけのデータか
ら、実際の人口を推定するための補正法を考案、2）時系列の位置データから滞在場所、移動状
況などの推定をリアルタイムで処理するための手法を開発した。これらの手法の適用として、人
流データを活用した緊急車両の需要予測を行えるようになった[7]。 
さらに、人流のリアルタイム推定が実現することを想定し、高知市における津波浸水域内人口
の動的推定に取り組んだ。図-2に示すのは、ドコモ・インサイトマーケティングが提供する 1時
間毎の推計人口（モバイル空間統計）を用いて、高知市内の津波浸水域内人口を推定した結果で
ある。これにより、発生時間に応じた被災者人口の推定に加えて、どの時期・時間帯に被害が大
きくなるか、社会側からの最悪シナリオの探索が可能となった（図 2）。 



 

 

図 2 津波浸水域内人口推定（左：代表者らによる津波浸水被害予測システムでの表示例、右：

高知市における浸水域内人口の動的推定結果のマッピング例 

 
課題 3：医療ニーズ予測 
東日本大震災時の匿名化された災害診療記録に基づく医療ニーズに関する疫学研究に取り組
み、津波被災地の医療ニーズの経時的変化を明らかにした。人口 1 万 7 千人の南三陸町では、
10,460 人が受診し、非感染性疾患(NCD)が 68%を占め、ついで感染症(22%)、メンタルヘルス問
題(6%)、外傷(4%)、母子保健問題(0.2%)の順で多く、それぞれ年齢・性別の特徴があった。リア
ス式海岸でまだら状に津波浸水を受けた地域（気仙沼市）、広範に浸水を受けた平野部（石巻市
等）での分析結果をとりまとめ、浸水域内人口、被害予測情報から医療ニーズを推定するモデル
を構築する標準的な方法論を確立することができた[8、9]。 
 
課題 4：災害医療活動のマルチエージェントシステム  
災害派遣医療チーム(DMAT)が展開する医療活動をマルチエージェントシステムによってモデ
ル化し、自治体における地域防災計画及び地域医療計画との整合性を検証した。 
具体的には、災害時の被災地の活動を再現する動的統合シミュレーション環境 DIM2SEAをベ
ースに、マルチエージェントシミュレーションによる災害医療・支援活動の予測・更新と医療救
護班配備の意志決定モデルの構築を行い（図-3）、基本モデルとして、搬送計画や避難計画のシ
ミュレーションモデルを、東日本大震災の事例で評価することができた[10]。また、最適化の方
法としてエージェントの強化学習を導入し、避難問題で検証したところ、多数の被災者が存在す
る場合には、それぞれが最短経路で行動するより、経路を分散しながら時には迂回することで最
適な避難時間となることを実証することができた[11]。 
 

 
図-3 災害派遣医療チーム(DMAT)のマルチエージェントシミュレーション 

 
課題 5：広域津波災害医療支援技術の基盤構築  
日本 DMAT として大規模地震発生時の医療活動に関する総合的な実動訓練を毎年実施し、

DMATの災害医療活動に係る組織体制の機能と実効性に関する検証を行った。特に、新型コロナ
ウィルス感染症への対応を踏まえた災害医療のあり方について、DMAT の指揮系統、運用の検
証、医療ニーズへの対応、搬送調整にかかわる課題、DMAT ロジスティックスの向上、保健医療
福祉分野との連携、他分野との連携といった課題を明らかにした[12、13、14、15]。訓練におけ



る DMAT の行動原則の一部は、エージェントシミュレーションに実装されており、訓練での検
証を通じて災害医療活動シミュレーションの高度化に資するデータを取得することができた。 

 
以上、課題 1〜5の遂行を通じて、理学・工学・医学の連携により、災害・被害予測の技術を

革新的な災害医療支援の技術へと深化するための要素技術、基盤技術を構築することができた。 
本研究の成果は、学術論文や学会での発表だけでなく、図書の出版等を通じて一般読者にもわか

りやすく成果を発信してきた[16-19]。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
Integrated health education in disaster risk reduction: Lesson learned from disease outbreak
following natural disasters in Indonesia

International Journal of Disaster Risk Reduction 94～102

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Pascapurnama Dyshelly Nurkartika、Murakami Aya、Chagan-Yasutan Haorile、Hattori Toshio、Sasaki
Hiroyuki、Egawa Shinichi

29
 １．著者名

10.1620/tjem.243.101

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Intensive Education of Health Care Workers Improves the Outcome of Ebola Virus Disease: Lessons
Learned from the 2014 Outbreak in Sierra Leone

The Tohoku Journal of Experimental Medicine 101～105

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Jones-Konneh Tracey Elizabeth Claire、Murakami Aya、Sasaki Hiroyuki、Egawa Shinichi 243
 １．著者名

10.1620/tjem.243.1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nation-Wide Implementation of Disaster Medical Coordinators in Japan

The Tohoku Journal of Experimental Medicine 1～9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Egawa Shinichi、Suda Tomomi、Jones-Konneh Tracey Elizabeth Claire、Murakami Aya、Sasaki
Hiroyuki

243
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.20702/iappmjour.12.1_21

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
災害時における保健医療支援活動プログラムとマネジメント

国際P2M学会誌 21～35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
市川 学、石峯 康浩、近藤 祐史、出口 弘、金谷 泰宏 12
 １．著者名

10.9746/jcmsi.10.77

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A General Framework of Resource Allocation Optimization and Dynamic Scheduling

SICE Journal of Control, Measurement, and System Integration 77～84

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
CHANG Shuang、ICHIKAWA Manabu、DEGUCHI Hiroshi、KANATANI Yasuhiro 10
 １．著者名

10.20965/jaciii.2017.p1202

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Optimizing the Arrangement of Post-Disaster Rescue Activities: An Agent-Based Simulation
Approach

Journal of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics 1202～1210

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Chang Shuang、Ichikawa Manabu、Deguchi Hiroshi、Kanatani Yasuhiro 21
 １．著者名

10.1017/dmp.2017.82

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Great East Japan Earthquake: Analyses of Disaster Impacts on Health Care Clinics

Disaster Medicine and Public Health Preparedness 291～295

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ochi Sae、Kato Shigeaki、Kobayashi Ken-ichi、Kanatani Yasuhiro 12
 １．著者名



2018年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1016/j.isprsjprs.2021.02.016

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Learning from multimodal and multitemporal earth observation data for building damage mapping

ISPRS Journal of Photogrammetry and Remote Sensing 132～143

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Adriano Bruno、Yokoya Naoto、Xia Junshi、Miura Hiroyuki、Liu Wen、Matsuoka Masashi、Koshimura
Shunichi

175
 １．著者名

10.1038/s41598-021-97804-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Model-based analysis of multi-UAV path planning for surveying postdisaster building damage

Scientific Reports ー

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Nagasawa Ryosuke、Mas Erick、Moya Luis、Koshimura Shunichi 11
 １．著者名

10.1186/s40623-021-01425-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Real-time automatic uncertainty estimation of coseismic single rectangular fault model using
GNSS data

Earth, Planets and Space ー

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ohno Keitaro、Ohta Yusaku、Kawamoto Satoshi、Abe Satoshi、Hino Ryota、Koshimura Shunichi、Musa
Akihiro、Kobayashi Hiroaki

73
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
リモートセンシングによる津波の広域被害把握

日本地震工学会誌 26～29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
越村俊一 33
 １．著者名



2021年

〔学会発表〕　計101件（うち招待講演　47件／うち国際学会　60件）

2021年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Society of Disaster Medicine and Public Health（招待講演）（国際学会）

Geospatial Capacity Development Conference on GNSS applications and DRR（招待講演）（国際学会）

日本測地学会第136回講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shinichi Egawa

Yusaku Ohta

太田雄策

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

High-Risk Areas of Climate Change and Capacity Building

Application of GNSS for real-time prediction of geohazards and its transformation to disaster information

民間GNSS観測網を用いた地殻変動モニタリングの可能性

10.3390/rs13071401

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Potential Role of News Media to Construct a Machine Learning Based Damage Mapping Framework

Remote Sensing 1401～1401

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Okada Genki、Moya Luis、Mas Erick、Koshimura Shunichi 13
 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Russian Supercomputing Days（招待講演）（国際学会）

17th World Conference of Earthquake Engineering（国際学会）

The 30th International Tsunami Symposium（招待講演）（国際学会）

Japan Geoscience Union Meeting 2021

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hiroaki Kobayashi

Shunichi Koshimura

Shunichi Koshimura

Shunichi Koshimura

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Advances of real-time tsunami inundation and damage forecast - present and future

Lessons from the 2011 Great East Japan Earthquake Tsunami disaster and future outlook towards tsunami-resilient society

Real-time Tsunami Inundation Forecast in Japan - Present and Future

The New Era of Hybrid-Computing:  Vector-Scalar to Vector-Digital Annealing,  to Vector-Quantum Annealing



2020年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

US - Japan Relationship Conference Series（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

World Association for Disaster Medicine Inaugural Virtual Forum（招待講演）（国際学会）

The International Conference on Disaster Mitigation and Management 2021（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Erick Mas

Shunichi Koshimura

Shinichi Egawa

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Developing tsunami disaster mitigation technologies for real- and quasi-real-time response

How Modeling and Simulation Can Help Improve Coastal Communities’ Preparation, Defense, and Recovery from Disaster:
Insights from Japan’s Experiences

Improvement of disaster medical system in Japan after the 2011 Great Eastern Japan Earthquake

Science for Resilience: Healthy community is resilient against disaster

 １．発表者名

 １．発表者名
Shinichi Egawa

Asian Conference of Emergency Medicine 2021（招待講演）（国際学会）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th Geomatics International Conference（招待講演）（国際学会）

13th Aceh International Workshop and Expo on Sustainable Tsunami Disaster Recovery（招待講演）（国際学会）

Erick Mas

Shinichi Egawa

Erick Mas

Erick Mas

13th Aceh International Workshop and Expo on Sustainable Tsunami Disaster Recovery（国際学会）

The 30th International Tsunami Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Post disaster building damage detection with remote sensing and its use for future damage estimation

Doctoral Education for Disaster Science in Tohoku University

Modeling search and rescue, medical disaster team response and transportation of patients in Ishinomaki city after tsunami
disaster

Optimization of tsunami evacuation with reinforcement learning algorithm

 １．発表者名



2021年

2021年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

17th World Conference of Earthquake Engineering（国際学会）

日本神経学会（招待講演）

第27回日本災害医学会総会・学術集会（招待講演）

第27回日本災害医学会総会・学術集会（招待講演）

金谷泰宏

近藤久禎

近藤久禎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Erick Mas

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

臨床調査個人票の活用について

新型コロナウィルス感染症に対する災害医療対応

ダイアモンドプリンセス号の真実
 ２．発表標題

Tsunami evacuation guidance using Reinforcement Learning Algorithm

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回日本救急医学会九州地方会（招待講演）

第24回日本臨床救急医学会総会・学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

近藤久禎

近藤久禎

近藤久禎

近藤久禎

第27回日本災害医学会総会・学術集会（招待講演）

第75回国立病院総合医学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

新型コロナウイルス感染症に対する災害医療対応

攻める新型コロナウィルス対応：医療崩壊と災害医療

COVID-19に対する災害対応

新型コロナウイルス感染症に対する災害医療対応

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第26回日本災害医学会総会・学術集会（招待講演）

第16回シミュレーション学会学術集会（招待講演）

近藤久禎

近藤久禎

近藤久禎

近藤久禎

第36回日本診療放射線技師学術大会（招待講演）

第24回日本統合医療学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

災害医療と新型コロナウイルス

ＤＭＡＴの活動とシミュレーション教育の意義

大規模災害における多職種連携

災害と統合医療―COVID‐19と統合医療―

 １．発表者名



2020年

2020年

2021年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本危機管理防災学会2020年度研究大会（招待講演）

第23回臨床救急医学会（招待講演）

第26回日本災害医学会学術総会（招待講演）

Berlin Science Week（国際学会）

近藤久禎

江川新一

Shinichi Egawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

近藤久禎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス号におけるDMAT活動～COVID19の蔓延を防ぐために如何に戦ったか～

東日本大震災から始まる災害レジリエンス学際研究

Healthy Society is Resilient against Disaster
 ２．発表標題

災害医療としての感染危機管理：ＤＭＡＴの対応

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Research Poster  of the International Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC20)
（国際学会）

Russian Supercomputing days 2020

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hiroaki Kobayashi

Rahma Rizky Alifia; Fathiya Rahma; Ulfa Hamida; Allya P. Koesoema; Yoke S.Irawan; Shinichi Egawa

Takumi Kishitani, Kazuhiko Komatsu, Masayuki Sato, Akihiro Musa, Hiroaki Kobayashi

Akihiko Musa, Takashi Soga, Takashi Abe, Masayuki Sato, Kazuhiko Komatsu, Shunichi Koshimura, and Hiroaki Kobayashi

IEEE HTC 2020（国際学会）

2020 IEEE International Parallel and Distributed Processing Symposium Workshops (IPDPSW)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Performance Evaluation of SX-Aurora TSUBASA and Its Quantum Annealing-Assisted Application Design

Tsunami Fighters: Collaborative Multilingual Mobile Game for Earthquake and Tsunami Disaster Preparedness Education

Importance of Selecting Data Layouts in the Tsunami Simulation Code

Evaluation of Tsunami Inundation Simulation Using Vector Scalar Hybrid MPI on SX-Aurora TSUBASA

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

31st Workshop on Sustained Simulation Performance

東北大学知のフォーラム: 実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー

Hiroaki Kobayashi

小林広明

撫佐昭裕

Ohno K. and Y. Ohta

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点　第12回シンポジウム

JpGU2020（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The New Era of Hybrid-Computing on and with SX-Aurora TSUBASA: Vector-Scalar to Vector-Digital Annealing, to Vector-Quantum
Annealing

高性能計算基盤の開発とそのデータ科学・計算科学融合型キラーアプリ

大規模津波浸水被害推計シミュレーションのマルチプラットフォーム向け最適化手法の研究

Real-time uncertainties evaluation of coseismic fault models and Tsunami inundation deduced from GNSS observations

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU2020（国際学会）

JpGU2020（国際学会）

日本地震学会2020年度秋季大会

日本測地学会第134回講演会

Kubota T., N.Y .Chikasada, R. Hino, Y. Ohta, H. Otsuka

田中優介，太田雄策，宮崎真一

田中優介，太田雄策，宮崎真一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tanaka Y., Y. Ohta and S. Miyazaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Preliminary assessment of quality of the S-net long-term ocean bottom pressure observation for detection of the crustal
deformation in the northern part of the Japan Trench

PTS解析による2011年東北地方太平洋沖地震の地震時すべりから初期余効すべりまでの連続的な推定

PTS解析による2011年東北地方太平洋沖地震の地震時すべりから初期余効すべりまでの連続的な推定
 ２．発表標題

Performance assessment of the GNSS carrier phase to fault slip approach and its feasibility for continuous seismic
monitoring

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2021年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度J-CASC集会

学術情報基盤オープンフォーラム2019

 ３．学会等名

 ３．学会等名

撫佐昭裕

太田雄策

山田大介，太田雄策

大塚英人，太田雄策

実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー

2020年度J-CASC集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

SINETの防災利用，リアルタイム津波浸水被害推計システムでの利用

地震断層モデルの不確実性： 分からないことの定量化
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